


























































発生した日時を特定することが基本とな 。オーロラを表現する語彙には「赤気」 「白気 が多 といわ るが、こ
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れは古代・中世史料には概ね該当するが、近世史料においては必ずしもそうとは言えないところがある。古代・中世社会において文字で記録を残した人々の多くは公家や寺社に関わる人々であった。 「赤気」 ・ 「白気」という語彙は、そもそも中国の史書にある表現で、この言葉を使うには漢籍の教養が必要とされ　
江戸時代に至り記録を残す人々が庶民層にまで広がると、彼らの多くは、当然ながら漢籍に精通していたわけでは



























安政六年八月六日 （一八五九年九月二日） のオーロラを引き起こした太陽フレアは、 観測史上最大のフレアと言われ、
観測者の名前をとってキャリントン・フレアと称されている。このとき、 西半球ではハワイやカリブ海など、 ふだんオーロラが見えない地域で観測された このキャリントン・フレアに関する日本史料は、管見の限り四点しか発見されていない。明和七年のオー に関する史料が一〇〇点近く発見されているのに比して観測史上最大といわれるキャリントン・フレアの史料が残されていないことは疑問でもあった。　
近世社会において、オーロラは日記や歴史書、随筆に記されることが多い。近世史料の残存状況をみると 文書主








































　【史料１】をもとに七月二八日の夜空を再現してみよう。この日は夕方より北の空が薄赤く、夕焼けとは思えない様子に人々は遠方の火事ではないかと噂し合っていた。空の赤みは次第に濃くなり、夜だというのに月夜のよう 明るさだった。午後八時頃になる 赤気の勢いは盛んに り、白い竿のような筋＝白気 現れはじめ、赤気は天頂を覆い東西に揺らめき、白気の数も増していた。こ 様子に人々はただごとではないと思い始め、神楽をあげたり念仏を唱え りして、神仏の力でこの状況を乗り切ろうとした。夜明けが近づくと赤気は東西に分かれるように消 て った。　挿絵を見ると、全体の上半分にはオーロラ、下半分


































があるが、そこでは『漢書天文志』 ・ 『晋書天文志』 ・ 『南史』を用い、オー









であると理解されている節があるが、本史料は彗星 解説書である。作者は寿量庵秀尹という人物で 肩書に「洛下沙門」と ことから、京に住む出家（僧侶） 推測されるが、詳細な人物像 不明である。作成年代は明和七年七月二八日 。本史料には、現在、三点の写 が現存するが、これまでに写本の比較・検討はなされていない。ここでは、 『星解』の写本を比較し、もっとも原本に近い絵を特定するとともに、こ 絵が伝えようとしている現象について考えてみたい。（１）写本の伝来　
まず、 三点の写本の書誌情報を簡単に紹介してみたい。一冊めは東北大学附属図書館所蔵に所蔵されているもの（以









いた久留春三氏のコレクションである雨龍閣文庫の一冊で、平成一七年（二〇〇五）に同市に寄贈された。同史料には古書商の正札が挟み込まれており、 「村井敬義は京師書肆也、好蒐集古書、珍籍頗多稀流布世間は数千巻、晩年寄贈、其蔵書全部於神宮文庫今猶以伝、此書其一本也」とある。末尾には本史料の伝来を示す印が捺されており その印文には「天明四年甲辰八月吉旦奉納皇太神宮林崎文庫以期不朽、京都勤志堂村井古厳敬義拝」とある。この印は朱 で ため、明治以降に古書商が捺したと推測される。さらにこ 印の左に「この本ぬし
　
林やそ」と書かれている。つまり、















伊勢神宮の社家荒木田家に伝来 たもので、村井古厳奉納本が失われてしまったことを惜 んだ荒木田氏が明治四一年（一九〇八）に伊勢神宮に奉納した ある。同年にはロシア上空で小惑星（あ いは彗星）が爆発するという事件が起きているが、本史料の はこうした事件 無関係ではないかもしれない。　
神宮本の奥書からは荒木田家が写本を入手した経緯















七月廿八日夜、北方隔山左右一面空中赤色也、見人正是大火也、於山北雖在大布施・八升等之村々又久多庄五村人家不多、恐是若州一国大火而模於空見此矣、倩按若州一国無一度於可焼様、但若州城下者小浜也、民多、雖然一度可為焼亡哉 必可有次第遅速、殊小浜者隔路十有七里也、何於京都不可見、 （中略）到丑刻見之東北間尚盛也、赤色中有同色之筋 譬如日没前浮雲覆空隠日、日光従雲間洩光、則光筋、水気之中厚薄有不同、依之従薄所日光指登而見如柱立、會非怪事、至於暁尚回於東、至曙赤光滅、是全雨気之所為也 雖然晴天相続不発雨 併到今月、度々之夕立者正其所為歟、宝永年中亦享保年間在之、會不及論善悪吉凶而已
　【史料２】によれば、七月二八日夜、北方の空が一面に赤くなり、それは大火事が起きたかのようであったという。赤く見えるあたりは大布施（現京都市左京区花脊大布施町）や八桝（現京都市左京区花脊八桝町）付近に思えたが、この地域は民家が少なく 火になるような場所ではない。そこで、秀尹は小浜のあたり火事ではないかと思ったが、城下全体が一度に火事に るとは考えられず訝しく感じていた。午前二時頃に至ると東北の空の赤気はますます激しく赤みを帯び、その赤色のなかには同色の筋が見えていた。その様子は日没前に浮き雲が空を覆い、その雲間から日光が洩れて光の筋 現れたか ようであったとい 。　秀尹は「赤気」を凶事と考えることの可否についても論じている。彼自身は赤気は「雨気之所為」と考えていた。































































































かれた東海道原宿付近から富士山を見ると、愛鷹山と富士山はほぼ同様か愛鷹山の うが高く見えるのであ このこと ら、絵のほうは富士山を強調した構図になっていると言える。このほ 、特徴的な表 として宝永噴火による火口が強調されている点がある。　
第二に富士山頂に積雪が描かれていることがあげられる。富士山の初冠雪 ついては、甲府気象台 一八九四年以

















































常に稀なことであるため、彗星や日食・月食と言った天体記録と比べて記述も少ない。しかし、逆 非常に稀な現象であるが故に絵に残され とも言える。こうした絵画史料は 献史料と合わせてみることで、より理解を深めることができる。また、文理融合研究の進展によって 『猿猴庵随観図絵』や『星解』を用いた オーロラの明るさや色、広がりに関す 科学分析がな 、史料の可能性が広がった。このことは絵画史料 信憑性を増すと同時に 八世紀の後半の知識人層が的確 天体 を捉えうる力を持ってい ことも示してい 。 『猿猴庵随観図絵』に見られ よ
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16） 「籠耳集」 （原田伴彦他編『日本都市生活史料集成』第一巻、三都篇Ⅰ、学習研究社、一九七 四〇五～
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45） 『原宿植松家日 ・見聞雑記』 （沼津市教育委員会、一九九五年）三頁。
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46）原田和編 遠江資料集』 （美哉堂書店、一九六〇年 三四～ 五頁。
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49）大庭晃「土屋家文書『見聞・覚え記』 １ 」 （ 『 博物館紀要』三七、 二〇一 年） 。
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付記　
本研究は国文学研究資料館大型フロンティア事業「日本語の歴史的典籍国際共同研究ネットワーク構築計画」 、総
合研究大学院大学学融合研究「天変地異と人間社会の変遷：言葉の在り方と世界の在り方」 （研究代表者：片岡龍峰）の成果の一部である。なお、 「富士山宝永噴火之絵図」の所在については中西一郎氏に御教示いただいた。記して感謝の意を表する次第である。
